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(57)【要約】
【課題】　手作業によりコネクタと他の接続部材とを接
続する作業時間を短縮し、コネクタと他の接続部材との
接続不良を防止する電子機器を提供する。
【解決手段】　本発明の電子機器２００は、表示装置１
００を保持する外部筺体２０内部であって、表示装置１
００に配置したコネクタ挿入部１７と対向する位置にコ
ネクタ接続部２６が一体的に形成されている。外部筺体
２０の挿入口２５より表示装置１００を挿入して外部筺
体２０内部を移動させ、コネクタ挿入口１７を外部筺体
２０の側部２４に到達させて、コネクタ挿入口１７に対
応して形成されたコネクタ接続部２６に嵌合させる。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像を表示する表示パネルと、
前記表示パネルの表示面と対向する上部に形成される開口部、前記開口部と対向して形成
された底部、および上部と底部を接続する側部を有する外部筺体と、
前記表示装置の表示面と反対の裏面に配置された回路基板と、
前記回路基板と接続され、前記表示装置の第１の側面に配置されたコネクタと、を備え、
前記外部筺体は、前記コネクタと対向する位置にコネクタ接続部が設けられ、
前記コネクタと前記コネクタ接続部とが接続されて、前記表示装置を前記外部筺体の内部
に保持する、電子機器。
【請求項２】
前記外部筺体は、前記コネクタ接続部を配置した側部と反対側の側部に前記表示装置を挿
入するための挿入口を設け、前記表示装置は、前記外部筺体の挿入口より挿入されて移動
し、前記外部筺体の前記コネクタ接続部を配置した側部に、
前記表示装置の前記第１の側面が到達することにより、前記コネクタと前記コネクタ接続
部が接続されることを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
前記表示装置の前記コネクタが配置される前記第１の側面と直交する第２の側面と、当該
第２の側面と対向する前記外部筺体の側部とが互いに嵌合され、
前記表示装置を前記外部筺体の内部で移動させるためのガイド構造が形成されていること
を特徴とする請求項２記載の電子機器。
【請求項４】
前記表示装置の裏面と対向する前記外部筺体の底部とが互いに嵌合され、
前記表示装置を外部筺体の内部で移動させるためのガイド構造が形成されていることを特
徴とする請求項２記載の電子機器。
【請求項５】
前記ガイド構造は、一方に溝が設けられ、前記一方の溝と対向する他方に突起を設けて互
いに嵌合することを特徴とする請求項３または４のいずれかに記載の電子機器。
【請求項６】
前記表示装置の前記コネクタが配置される第１の側面または、
前記外部筺体の前記第１の側面と対向する側部に緩衝材が設けられることを特徴とする、
請求項２乃至５のいずれか１項に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置を備える電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な電子機器は、表示パネルなどを備えた表示装置を外部筺体で保護し、パーソナ
ルコンピュータ本体またはディスプレイ装置等を構成している。表示装置に外部筺体を取
り付ける場合、主にネジ等を用いて外部筺体と、表示装置を構成するフレームとを固定し
ている。また、表示装置の電源、信号の供給は、表示装置に配置されたコネクタを介し外
部筐体の接続部材（ケーブル）を接続するが、表示装置を外部筐体に取り付ける前にコネ
クタと接続部材とを取り付けている。
【０００３】
　特許文献１の液晶表示モジュールは、パーソナルコンピュータまたはディスプレイ装置
等の意匠ケースの上面部を取り外し自在とし、この上面部を取り外した状態で意匠ケース
内に液晶表示モジュールを上方から挿入した後、上面部を取り付けるようにしている。ま
た、液晶表示モジュールの信号用またはバックライト用接続端子及び信号用またはバック
ライト用ケーブルは上面部に設けられ、液晶表示モジュールを意匠ケース内に挿入後、接
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続端子類と液晶表示モジュールを接続している。
【０００４】
　特許文献２の表示装置は、パネル保持部と、表示パネルとから構成され、パネル支持部
と表示パネルには、互いに嵌合する表示部コネクタが設けられており、接続、取り外しが
可能である。
【０００５】
　特許文献３の液晶表示パネルと基体部との接合部にはコネクタが配置され、このコネク
タによって液晶表示パネルに対する電気的な接続が達成されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２２１９１５号公報
【特許文献２】特開平１１－３１６５５５号公報
【特許文献３】特開平１１－２５９００３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に開示された液晶表示モジュールは、液晶表示モジュールを意匠ケース内に
挿入後に、接続端子類と液晶表示モジュールを手動で取り付けるため、接続確認等を目視
などで行うための作業時間が必要である。特許文献２に記載された表示装置は外部筺体に
保護される構成ではなく、コネクタと他部材との接続についても手動であり、上記同様接
続確認のための作業時間が必要である。また、表示パネルへ加わった振動などにより、コ
ネクタと他部材との接続不良やコネクタが破損する可能性がある。特許文献３に開示され
た表示装置は、表示パネルを本体に対し着脱可能としたもので、外部筺体で保護される構
成は開示されておらず、前記同様表示パネルに加わる振動で応力が加わった場合に、コネ
クタと他部材との接続不良やコネクタが破損する可能性がある。
【０００８】
　本発明は上記のような課題を解決するためのものであり、手作業によりコネクタと他の
接続部材とを接続する作業時間を短縮し、コネクタと他の接続部材との接続不良を防止す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の電子機器は、画像を表示する表示パネルと、表示パネルの表示面と対向する上
部に形成される開口部、前記開口部と対向して形成された底部、および上部と底部を接続
する側部を有する外部筺体と、表示装置の表示面と反対の裏面に配置された回路基板と、
回路基板と接続され、表示装置の第１の側面に配置されたコネクタと、を備え、外部筺体
は、コネクタと対向する位置にコネクタ接続部が設けられ、コネクタとコネクタ接続部と
が接続されて、表示装置を外部筺体の内部に保持することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、手作業によりコネクタと他の接続部材とを接続する作業時間を短縮するとと
もにコネクタと他の接続部材との接続不良を防止する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の電子機器の斜視図である。
【図２】本発明の電子機器を構成する表示装置の分解斜視図である。
【図３】本発明の電子機器を構成する表示装置の裏面側から見た斜視図である。
【図４】本発明の電子機器を構成する表示装置および外部筺体の斜視図である。
【図５】図４の電子機器に係る要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　図１は本発明の電子機器２００の斜視図、図２は電子機器２００を構成する表示装置１
００の分解斜視図、図３は、表示装置１００を裏面側から見た斜視図である、図４は表示
装置および外部筺体の斜視図、図５は図４の電子機器における要部断面図である。各図に
おいて、同一または同等の機能を有する要素には同一の符号を付してある。
【００１３】
実施の形態
　図１乃至図５に示すように、本発明の電子機器２００は画像を表示する表示装置１００
と、表示装置１００を内部に保持する外部筺体２０とを備えている。外部筺体２０は、表
示装置１００の表示面１０１と対向する位置に形成され、表示面１０１保持する上部２１
、上部２１に形成される開口部２２、開口部２２と対向する底部２３を備え、上部２１と
底部２２を接続する側部２４を備える概ね箱型の保持部材である。また、少なくとも１つ
の側部に表示装置１００を挿入させるための挿入口２５を備えている。
【００１４】
　また、表示装置１００は、表示パネル１１および表示パネル１１を背面より照射するバ
ックライト１２を有し、表示パネル１１とバックライト１２を上フレーム１３および下フ
レーム１４で嵌合させている。また、表示パネル１１に電源、信号を供給するための回路
基板１５を表示装置１００の裏面１０２に備えている。
【００１５】
　図３に示すように、表示装置１００は、接続部材（図示せず）を介して、表示パネル１
１と回路基板１５を接続している。さらに、回路基板１５には電源信号を受け取るため、
外部の接続部材と接続させるコネクタ挿入口１７を備えたコネクタ１６が配置されている
。本発明においては、コネクタ１６は表示装置１００の裏面１０２の回路基板１５上の端
部１５２側に配置され、表示装置１００の第１の側面１０３よりコネクタ挿入口１７が外
部に突出するように配置される。また、コネクタ挿入口１７は前述の通り、外部からの電
源、信号を供給するための接続部材と接続してコネクタ１６を介して回路基板１５に信号
を供給する。
【００１６】
　次に、図４を用いて、表示装置１００を外部筺体２０の内部へ挿入する方法について説
明する。図４に示すように表示装置１００の裏面１０２には端部にコネクタ挿入口１７を
有するコネクタ１６を備えた回路基板１５が配置され、第１の側面１０３側から突出して
コネクタ挿入口１７が配置されている。図４ではコネクタ挿入口１７が第１の側面１０３
より突出して配置されているが、第１の側面１０３より突出することなく、配置されてい
てもよいし、コネクタ挿入口１７が表示装置１００の第１の側面１０３に直接配置されて
いてもよい。また、外部筺体２０の底部２３の内面には、表示装置１００に配置されてい
るコネクタ挿入口１７と対応する位置に、コネクタ接続部２６が一体的に形成されている
。
【００１７】
　このように構成された表示装置１００を図４に示す矢印Ａの方向に向かって、挿入口２
５より外部筺体２０の内部に挿入する。表示装置１００は外部筺体２０底部２３、側部２
４または上部２１に沿うように外部筺体２０の内部を移動させる。
【００１８】
　図５に示すように、表示装置１００が外部筺体２０の内部に配置されると、コネクタ挿
入口１７が外部筺体２０に形成されたコネクタ接続部２６に嵌合され、表示装置１００の
移動が完了し、第１の側面１０３が対向する外部筺体２０の側部２４に到達すると、コネ
クタ挿入口１７と外部筺体２０のコネクタ接続部２６とが接続される。なお、表示装置１
００と外部筺体２０とを分離する場合は、上記と同様に外部筺体２０の内部に沿うように
表示装置１００を移動させることで、コネクタ挿入口１７よりコネクタ接続部２６が分離
され、外部筺体２０の挿入口２５より表示装置１００を取り外すことができる。
【００１９】
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　以上説明した通り、本発明の電子機器２００は、表示装置１００を保持する外部筺体２
０内部であって、表示装置１００に配置したコネクタ挿入部１７と対向する位置にコネク
タ接続部２６が一体的に形成されている。外部筺体２０の挿入口２５より表示装置１００
を挿入して外部筺体２０内部を移動させ、コネクタ挿入口１７を外部筺体２０の側部２４
に到達させて、コネクタ挿入口１７に対応して形成されたコネクタ接続部２６に嵌合させ
る。このように、外部筺体２０の表示装置１００に配置したコネクタ挿入部１７と対向す
る位置にコネクタ接続部２６が一体的に形成されているため、表示装置１００を外部筺体
２０に挿入させて、表示装置１００の第１の側面１０３を外部筺体２０の側面２４に到達
させることで、コネクタ１６とコネクタ接続部２６とを接続させることができるため、コ
ネクタの接続のための作業時間が従来の構造と比較すると削減することができる。さらに
、挿入完了後、表示装置１００は外部筺体２０によって保持されるため、コネクタ１６と
コネクタ接続部２６との接続不良や破損を防止することができる。さらに、表示装置１０
０を、外部筐体２０内部を所定の動きによって移動させ、コネクタ挿入口１７とコネクタ
接続部材２６を接続することができるため、手作業で接続することによって加わる応力を
防止でき、コネクタ１６、コネクタ接続部２６の破損を防止できる。
【００２０】
　なお、表示装置１００のコネクタ１６を配置させる第１の側面１０３と直交する（連続
する）第２の側面１０４および当該第２の側面１０４と対向する外部筺体２０の側部２４
と直交する（連続する）第２の側部２７に互いに嵌合して、表示装置１００が外部筺体の
内部を移動するためのガイド構造を設けてもよい。具体的には、図４に示すように、第２
の側面１０４に突起（溝）１０５を設け、対向する外部筺体２０の第２の側部２７におい
て、突起１０５に対向する位置に溝（１０４が溝の場合、突起）２８をそれぞれ設ける構
成を示している。このように突起と対向する溝を設け、互いに嵌合するガイド構造を備え
ることで、外部筺体２０内部での表示装置１００の移動がスムーズとなる。なお、突起お
よび突起と対向して形成される溝は、表示装置１００の裏面１０２と、当該裏面１０２と
対向する外部筺体２０の底部２３に設けられてもよい。突起および突起と嵌合する溝を適
宜配置させることで、表示装置１００を外部筺体２０内部でスムーズに移動させることが
可能となる。よって、突起および溝が形成されない構造と比較して作業時間が短縮される
。また、他部材との摩擦等により異物発生を防止することができるとともに、外部筺体２
０に対し、表示装置１００を位置決めすることにより、コネクタ挿入口１７とコネクタ接
続部２６との接続をより正確に行うことが可能となる。
【００２１】
　また、図５に示す通り、コネクタ挿入口１７とコネクタ接続部２６が配置される表示装
置１００の側面と対向する外部筺体２０の側部２２のいずれかに緩衝材２９を設けてもよ
い。これにより表示装置１００と外部筺体２０の当接による衝撃を緩和して、コネクタ１
６やコネクタ接続部２６の破損を防止することができる。
【符号の説明】
【００２２】
１１　表示パネル、１２　バックライト、１３　上フレーム、　１４　下フレーム、
１５　回路基板、　１６　コネクタ、　１７　コネクタ挿入口、
２０　外部筺体、　２１　上部、　２２　開口部、　２３　底部、　２４　側部、
２５　挿入口、　２６　コネクタ接続部、　２７　側部、２８　溝、２９　緩衝材、
１００　表示装置、１０１　表示面、１０２　裏面、１０３　第１の側面、１０４　第２
の側面、１０５　突起、２００　電子機器。
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